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(57)【要約】
　電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルは、一直
線に順に重ねて積層され、それぞれがいかなる所望の長
さのケーブルをもたらすよう電気的に結合可能な８本の
導電材料（１８）を備える。各導電層は、誘電材料（１
９）の代替層により互いに分離している。導電層（１０
－１７）は、各折り畳み閉ループのひだ（２２）の頂点
は互いに反対向きで、ケーブルの端である、帯電折り畳
み閉ループ（２０）と放電折り畳み閉ループ（２０）へ
形成され、誘電材料（１９）により互いに分離されるこ
とにより容量接触させ、電荷を帯電ループから放電ルー
プへ移動する手段であり、これにより交流を電源から伝
送地点へ上記ふたつの帯電及び放電ループにより実質的
にゼロ抵抗で伝送し、これにより電力を電源から伝送地
点へゼロ電力損失で所望の距離を超えて伝送する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが少なくとも互いに導電材料の同じ領域を有する、少なくともふたつの折り畳
み連続電気閉ループを備え、
　前記ふたつの折り畳み連続電気閉ループの一方は、帯電折り畳み連続電気閉ループであ
り、前記帯電折り畳み連続電気閉ループは、前記帯電折り畳み連続電気閉ループを電源に
接続する手段として少なくともひとつのコネクタが設けられ、
　前記ふたつの折り畳み連続電気閉ループの他方は、放電折り畳み連続電気閉ループであ
り、前記放電折り畳み連続電気閉ループは、前記放電折り畳み連続電気閉ループを電力伝
送場所に接続する手段として少なくともひとつのコネクタが設けられ、
　前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、互いに一直線に配置され、前記帯電及
び放電折り畳み連続電気閉ループは、少なくともひとつの誘電材料の少なくともひとつの
層により分離されて互いを容量接触させ、
　前記帯電折り畳み連続電気閉ループは、それにより帯電電流が一方向その後反対方向に
向かう手段であり、電界を生成して反対にし、
　容量接続している前記誘電材料は、それにより前記帯電折り畳み連続電気閉ループから
の電荷が、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを分離する前記誘電材料を通して
、前記放電折り畳み連続電気閉ループ移動される手段であり、
　前記放電折り畳み連続電気閉ループは、それにより放電電流が一方向その後反対方向に
向かう手段であり、反対の電界を生じ、負荷に向かって放電されることより、電源からの
電力を伝送場所へ伝送し、
　前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、少なくともひとつの保護層で適切に囲
まれ、電荷を含むための手段を組み込み、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループと
、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを保護する手段を、その動作環境において
帯電及び放電する電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブル。
【請求項２】
　それぞれが少なくとも互いに導電材料の同じ領域を有する、少なくともふたつの折り畳
み連続電気閉ループを備え、
　前記ふたつの折り畳み連続電気閉ループの一方は、帯電折り畳み連続電気閉ループであ
り、前記帯電折り畳み連続電気閉ループは、前記帯電折り畳み連続電気閉ループを電源に
接続する手段として少なくともひとつのコネクタが設けられ、
　前記ふたつの折り畳み連続電気閉ループの他方は、放電折り畳み連続電気閉ループであ
り、前記放電折り畳み連続電気閉ループは、前記放電折り畳み連続電気閉ループを電力伝
送場所に接続する手段として少なくともひとつのコネクタが設けられ、
　前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、互いに一直線に並べて配置され、前記
帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、前記並べて配置された帯電及び放電折り畳み
連続電気閉ループ間の電気的接触を防ぐギャップより分離されて互いを容量接触させ、
　前記帯電折り畳み連続電気閉ループは、それにより帯電電流が一方向その後反対方向に
向かう手段であり、電界を生成して反対にし、
　容量接続している前記誘電材料は、それにより前記帯電折り畳み連続電気閉ループから
の電荷が、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを分離する前記ギャップを通して
、前記放電折り畳み連続電気閉ループ移動される手段であり、
　前記放電折り畳み連続電気閉ループは、それにより放電電流が一方向その後反対方向に
向かう手段であり、反対の電界を生じ、負荷に向かって放電されることより、電源からの
電力を伝送場所へ伝送し、
　前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、少なくともひとつの保護層で適切に囲
まれ、電荷を含むための手段を組み込み、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループと
、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを保護する手段を、その動作環境において
帯電及び放電する電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブル。
【請求項３】
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　前記帯電折り畳み連続電気閉ループは、前記帯電折り畳み連続電気閉ループを電源に接
続する手段として、ひとつの接続点が設けられ、
　前記放電折り畳み連続電気閉ループは、前記放電折り畳み連続電気閉ループを電力伝送
場所に接続する手段として、少なくともひとつの接続点が設けられる請求項１又は２に記
載の電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブル。
【請求項４】
　前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループは、少なくともひとつの誘電材料の層で包
まれ、前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを包む前記誘電材料は、電荷格納とし
ての導電材料上の少なくともひとつの層で包まれ、
　前記誘電材料及び前記導電材料で包まれた前記帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループ
は、すべて保護カバーに包まれ、前記帯電折り畳み閉ループ及び前記放電折り畳み連続電
気閉ループを誘発される電気干渉から保護する手段として導電材料を組み込み、
　照明と他の放電により誘発される電力をアースへ追い出す手段として、前記組み込まれ
た導電材料は接地され、これにより前記帯電折り畳み連続電気閉ループ及び前記放電折り
畳み連続電気閉ループを電力サージから保護する請求項１又は２に記載の電荷移動ゼロ損
失電力及び信号伝送ケーブル。
【請求項５】
　連続電気閉ループに形成され、前記連続電気閉ループが少なくともふたつの半ループ折
り畳まれて前記折り畳み連続電気閉ループを形成する導電材料を備え、
　少なくともふたつの前記半ループが折り畳まれて前記折り畳み連続電気閉ループを形成
するときに、少なくともふたつの前記半ループの外周は、電気的接触を防ぐ手段としての
誘電材料により互いから絶縁され、
　前記連続電気閉ループの内周は、前記折り畳み連続電気閉ループの前記導電材料の前記
内周の電気的接触を防ぐための手段として、そこに配置された誘電材料が設けられた少な
くともふたつの前記半ループを有し、これにより折り畳み連続電気閉ループを形成する帯
電及び放電折り畳み連続電気閉ループ。
【請求項６】
　前記折り畳み連続電気閉ループは、前記折り畳み連続電気閉ループを回路に接続する手
段として適切なコネクタが設けられ、帯電及び放電電流が反対に流れ、これにより反対向
きの電界が生じ、
　前記折り畳み連続電気閉ループの外周は、電気的接触をさせる手段として少なくともひ
とつの非絶縁部が設けられ、それによって電気的接触させる請求項５に記載の帯電及び放
電折り畳み連続電気閉ループ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　導体を介して電力を伝送するとき、導体の抵抗による熱として電力を損失し、電磁界を
生じる。従って、導体に沿って電力を伝送する際の目的が何であろうと、ある地点から他
の地点へ電力を供給すること又は信号伝送することであろうと、導体の長さが増すにつれ
て電力損失も増す。熱による電力損失を制限するため、伝送される電力の電圧を変換器に
より増大させて熱損失を低減する。電圧の増大は電磁放射を増加させ、これは害を及ぼし
、子供の白血病に関連しうる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　これらの損失を低減するため超電導導体が開発されているが、超電導は、超電導導体を
超電導状態にさせるために必要な冷却を提供する追加的な機器を必要とする。この冷却に
はエネルギーを必要とし、この冷却機器の体積による超電導導体の使用の制限がある。超
電導導体とそれに必要な追加的な機器は高価であり、従ってその使用は経済的に存続可能
なところに限られる。
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【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、ふたつの折り畳み連続電気閉ループを備える電荷移動ゼロ損失電力及び信号
伝送ケーブルである。各折り畳み連続電気閉ループは、ふたつの半ループ折り畳まれて折
り畳み連続電気閉ループを形成することにより連続電気閉ループに形成された導電材料か
らなる。ふたつの半ループの外周は、少なくともふたつの前記半ループが折り畳まれて前
記折り畳み連続電気閉ループを形成するときに、電気的接触を防ぐ手段としての誘電材料
により互いから絶縁される。折り畳み連続電気閉ループの内周は、折り畳み連続電気閉ル
ープの前記導電材料の前記内周の電気的接触を防ぐため誘電材料が設けられている。各折
り畳み連続電気閉ループの半ループはそれぞれ、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケー
ブルの長さである。折り畳み連続電気閉ループの一方は帯電折り畳み連続電気閉ループで
あり、他方は放電折り畳み連続電気閉ループである。ふたつの折り畳み閉ループそれぞれ
のひだの頂点は、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの端であり、帯電及び放電
折り畳み連続電気閉ループを電源と電力伝送地点にそれぞれ接続するためのコネクタが設
けられている。折り畳み連続電気閉ループの一方のふたつの半ループは、他方の折り畳み
連続電気閉ループの他のふたつの半ループの内側に、一直線に配置される。それらは誘電
材料により互いに分離し、内側の折り畳み連続電気閉ループの外面は、外側の折り畳み連
続電気閉ループの内面と容量接触させるだけである。または、帯電及び放電折り畳み連続
電気閉ループは、帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループの導電材料の各層のエッジが互
いに一直線であるが、適切なギャップで分離されるように並べて配置される。つまり、折
り畳み連続電気閉ループは互いに電気的に接触しないけれども、通常キャパシタのコロナ
に関連する、生成される電荷の電界を利用するのには十分近い。各折り畳み連続電気閉ル
ープのひだの頂点は、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの端であり、帯電及び
放電折り畳み連続電気閉ループを電源と電力伝送地点にそれぞれ接続するためのコネクタ
が設けられている。折り畳み連続電気閉ループの並置による帯電折り畳み連続電気閉ルー
プは、誘導により帯電折り畳み連続電気閉ループの電界から放電折り畳み連続電気閉ルー
プに放電される。この場合、電荷は誘電材料を通らず電界により移動するので、この構成
は定電圧で直流及び交流の形で電気エネルギーを伝送できる。
【０００４】
　帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループの配置は、帯電交流の各半周期の交流、又は、
ケーブルの帯電折り畳み連続電気閉ループを帯電する直流を、反対向きの交流電流をもつ
ようにし、反対向きの電界を誘発し、それがおそらくは導電材料の構造内にひとつの中立
ゾーン又は複数の中立ゾーンを作り出し、帯電電子が無抵抗でスムーズに流れることがで
きるようになり、帯電折り畳み連続電気閉ループの誘電体を帯電する。電荷はその後、誘
電材料又は、帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを分離するギャップを通して放電折
り畳み連続電気閉ループに移動し、再び、放電交流又は直流を反対向きの交流電流をもつ
ようにし、反対向きの電界を誘発し、導電材料の構造内にひとつの中立ゾーン又は複数の
中立ゾーンを作り出し、放電電子が無抵抗でスムーズに流れることができるようになり、
その結果電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルになる。
【０００５】
　ひとつのゾーン又は複数のゾーンの大きさ、及び、ひとつのゾーン又は複数のゾーンを
流れる電子の量は、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルのキャパシタンス、伝送
直流電圧又は交流電圧、及び、伝送電圧の周波数に直接的に関連する。電荷移動ゼロ損失
電力及び信号伝送ケーブルは、電気エネルギーを、純容量電荷の形で、その長さに沿って
低電圧でゼロ損失の交流又は直流として伝送する。電気エネルギーを交流として伝送する
とき、電流は伝送交流電圧、その周波数、および、そのキャパシタンスに直接的に関連し
、電気エネルギーを直流として伝送するとき、電流はその電圧およびキャパシタンスに直
接的に関連する。これにより、伝送される電力は、上記電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝
送ケーブルを介してゼロ損失である。
【０００６】
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　電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルは、以下の図面とともに説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】折り畳み連続電気閉ループのそれぞれの端部を形成する配置を示すために分離さ
れた導電層と誘電体を有する、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの端部の斜視
を示す。
【図２】本発明の第１の実施の形態で配置された導電材料の層を有するケーブルの側面を
示す。
【図３】本発明の第２の実施の形態で配置された導電材料の層を有するケーブルの側面を
示す。
【図４】本発明の第３の実施の形態を構成する折り畳み連続電気閉ループの併設配置の側
面を示す。
【図５】折り畳み連続電気閉ループのそれぞれの端部を形成する配置を示すために分離さ
れた導電層と誘電体を有する電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの併設配置の端
部の斜視を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１から、８本の導電材料１８が一直線に順に重ねて積層され、接着剤で圧縮により、
くっつけて固定されている。導電材料の各層は、いかなる長さのケーブルをもたらすよう
電気的に結合されることができる。導電材料１８の各層は、導電材料１８の外側の層の表
面を含む、必要な誘電率の誘電材料１９の代替層により互いに分離されている。導電材料
１８の８層の一端には、図１、図２及び図３のように、上記８層は、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６及び１７と番号が付与されている。
【０００９】
　本発明の第１の実施の形態において、図２に示すように、電荷移動ゼロ損失電力及び信
号伝送ケーブルの一端では、１０から１７の番号が付与された８層の導電材料１８が、電
気的に結合される１０と１７、１１と１６、１２と１３、及び、１４と１５の対で配置さ
れる。他端では、８層の導電材料１８の端が電気的に結合され、ふたつの折り畳み連続電
気閉ループ２０を形成する。この８層は１０と１１、１２と１５、１３と１４、及び、１
６と１７の対で配置される。折り畳み連続電気閉ループ２０は、一方が他方の内側にあり
、各折り畳み連続電気閉ループ２０の折り畳まれた半ループ２１の導電材料１１、１２、
１５及び１６と一直線にあり、導電材料１８と誘電材料１９の２領域と容量接触させる誘
電材料１９により分離されている。
【００１０】
　本発明の第２の実施の形態において、図３に示すように、電荷移動ゼロ損失電力及び信
号伝送ケーブルの一端では、１０から１７の番号が付与された８層の導電材料１８が、図
３に示すように電気的に結合される１０と１５、１１と１４、１２と１３、及び、１６と
１７の対で配置される。他端では、８層の導電材料１８の端が電気的に結合され、ふたつ
の折り畳み連続電気閉ループ２０を形成する。この８層は１０と１１、１２と１７、１３
と１６、及び、１４と１５の対で配置される。折り畳み連続電気閉ループ２０の各半ルー
プ２１は、一方が折り畳み連続電気閉ループ２０のふたつの半ループ２１の他方の内側に
代替的に、各折り畳み連続電気閉ループ２０の折り畳まれた半ループ２１の導電材料１１
、１２、１３、１４、１５及び１６の層と一直線に配置され、導電材料１８と誘電材料１
９の３領域と容量接触させる誘電材料１９により分離されている。
【００１１】
　本発明の第３の実施の形態において、図４及び図５に示すように、電荷移動ゼロ損失電
力及び信号伝送ケーブルは、ギャップ２４により分離され一直線に並ぶエッジを並べた４
層の導電材料１８を備える。導電材料１８の対の各層は、共通の誘電材料１９により分離
され、接着剤で圧縮によりくっつけて固定されている。誘電材料１９の対の各層は、１０
、１１、１２、１３、１４、１５、１６及び１７の番号がそれぞれ付与されている。ケー
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ブルの一端では、１０－１３及び１４－１７の番号が付与された導電材料１８の層は、１
０と１３、１１と１２、１４と１５、及び、１６と１７の対で配置され、電気的に結合さ
れる。電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの他端では、１０－１３及び１４－１
７の層である導電材料１８の層が、１０と１１、１２と１３、１４と１７、及び、１５と
１６の対で配置され、電気的に結合される。ふたつ並べて折り畳み連続電気閉ループ２０
を、ギャップ２４により分離され一直線にある各折り畳み連続電気閉ループ２０の端に形
成する。
【００１２】
　本発明の３つの実施の形態において、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの端
であるふたつの折り畳み連続電気閉ループ２０のそれぞれのひだ２２の頂点は、コネクタ
（図示せず）と、帯電折り畳み連続電気閉ループである折り畳み連続電気閉ループ２０の
一方と、放電折り畳み連続電気閉ループである折り畳み連続電気閉ループ２０の他方とが
設けられる。帯電折り畳み連続電気閉ループ２０が電源に接続されるとき、放電折り畳み
連続電気閉ループ２０は、電力伝送地点に接続される。電源からの定電圧での電流が帯電
折り畳み連続電気閉ループ２０の半ループ２１を反対に流れて反対向きの電界を引き起こ
し、導電材料１８の構造内にひとつの中立ゾーン又は複数の中立ゾーンを作り出し、帯電
電子が抵抗なくスムーズに流れることができ、帯電折り畳み連続電気閉ループ２０を帯電
する。
【００１３】
　帯電されると、本発明の実施の形態１及び２の場合、帯電折り畳み連続電気閉ループ２
０からの電荷は、放電折り畳み連続電気閉ループ２０へ誘電材料１９を介して移動される
。本発明の第３の実施の形態の場合、帯電折り畳み連続電気閉ループ２０の電荷は、導電
材料１８の端の電界の手段により、ギャップ２４を超えて移動される。電荷が負荷への電
流として放電され、導電材料１８の構造内にひとつの中立ゾーン又は複数の中立ゾーンを
作り出しているときに、折り畳み連続電気閉ループ２０の電荷は、放電折り畳み連続電気
閉ループ２０の半ループ２１における反対向きの電界を引き起こし、放電電子が抵抗なく
スムーズに流れることができ、その結果電力が定電圧でゼロ電力損失で、電荷移動ゼロ損
失電力及び信号伝送ケーブルを介して伝送される。
【００１４】
　折り畳み連続電気閉ループは、誘電体（図示せず）の層で包まれ、それは順に電荷格納
としての導電材料（図示せず）の層で包まれている。それら全ては、適切な保護カバー２
３に包まれて帯電及び放電折り畳み連続電気閉ループを、折り畳み連続電気閉ループが動
作する環境から保護する。カバーは、折り畳み連続電気閉ループを電気的干渉から保護す
る導電材料（図示せず）を含むことができ、導電材料は接地されることができ、誘発され
た電流、相当な照明放電をアースに導き、電力サージを防ぐ。電荷移動ゼロ損失電力及び
信号伝送ケーブルの導電材料のゾーン又は複数のゾーンのサイズと、そのゾーン又は複数
のゾーンを介して流れる電子の量、よって交流電流Ｉアンペアとしての、電荷移動ゼロ損
失電力及び信号伝送ケーブルを介して伝送される電流の量は、以下のように直接関連する
；
Ｉ＝２πｆＣＶ
ここで、Ｉアンペア＝伝送される電流、ｆヘルツ＝電源の交流電流の周波数、Ｖボルト＝
供給電圧、及び、Ｃファラッド＝ゼロ損失ＡＣ電力及び信号伝送ケーブルのキャパシタン
ス。
【００１５】
　キャパシタンスＣファラッドは、本発明の各実施の形態に対し、以下のように導電材料
及び誘電材料の寸法に関連する。
【００１６】
　第１の実施の形態
Ｃ＝ＫｏＫＷ２Ｌ／ｄ　ｆａｒａｄｓ
及びＷ＝導電材料（図１）の各層の幅
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Ｌ＝ケーブル（図２、３及び４）の長さ
ｄ＝誘電体の厚さ
Ｋ＝誘電率
Ｋｏ＝真空の誘電率
【００１７】
　第２の実施の形態
Ｃ＝ＫｏＫＷ３Ｌ／ｄ　ｆａｒａｄｓ
【００１８】
　第３の実施の形態
Ｃ＝ＫｏＫＷ２Ｌ／ｄ　ｆａｒａｄｓ
【００１９】
　第３の実施の形態で、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルの導電材料のゾーン
又は複数のゾーンのサイズと、そのゾーン又は複数のゾーンを介して流れる電子の量、よ
って直流電流Ｉアンペアとしての、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルを介して
伝送される電流の量は、以下のように直接関連する；
Ｉ＝ＣＶ／ｔ
但し、電源から負荷へ伝送される帯電にかかる時間である。電荷移動ゼロ損失電力及び信
号伝送ケーブルは、純容量電荷の形式で、その長さに沿って、電力として電気エネルギー
を伝送し、それは以下のように交流電圧の伝送と電流Ｉアンペアに直接関連する：
Ｐ＝ＩＶ＝２πｆＣＶ２

但し、
Ｐ＝伝送電力（ワット）
Ｖ＝伝送ＡＣ電圧（ボルト）
ｆ＝伝送電圧の周波数（ヘルツ）
【００２０】
　電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルは、純容量電荷の形式で、その長さに沿っ
て、電力として電気エネルギーを伝送し、それは以下のように直流電圧の伝送と電流Ｉア
ンペアに直接関連する。
Ｐ＝ＩＶ＝ＣＶ２／ｔ
【００２１】
　交流電流と電力の関係は、抵抗又はインダクタンス機能がなく、従って伝送される電力
はケーブルを通してゼロ電力損失であり、電磁放射はゼロ又はごくわずかである。さらに
、伝送距離が増すにつれて、ケーブルの長さＬは増し、導電材料１８の一定幅毎に電荷移
動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルのキャパシタンスは増し、これはキャパシタンスＣ
ファラッドが以下であるためである：
Ｃ＝ＫｏＫＷ２Ｌ／ｄ　ファラッド、第１及び第３の実施の形態について
及びＣ＝ＫｏＫＷ３Ｌ／ｄ　ファラッド、第２の実施の形態について
Ｐ＝２７πｆＣＶ２　ワット、交流電流について
Ｐ＝ＩＶ＝ＣＶ２／ｔ　直流電流について
【００２２】
　従って、伝送距離が増加するにつれて、電荷移動ゼロ損失電力及び信号伝送ケーブルは
より大きな電力を伝送でき、電力損失なく非常に大きな距離を超えてより多くの電力を伝
送できるようになる。
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